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〔第1号議案〕平成29年度事業報告承認の件

平成 29年度事業報告
概 況

公益社団法人としての適正な制度対応を最重要課題として取り組み、法人会の基本理念に則つた事業活

動の積極的な展開を図るとともに、会の認知度向上、会員サービスにも酉己意して、組織の拡大。強化に努めた。

特筆すべき事項は以下のとおりである。

1 会員増強活動について
本年度は、会員増強期間を定めず、年間を通して会員増強活動を喫緊の最重要口果題として、会全体

で次のとおり取り組むこととした。

(1)常議員を含めた各支部役員数を最低目標として目標数を定め、一層の増強活動に努めた。

(2)個人事業者をも含めた「特別会員」としての入会勧奨にも力を注いだ。

(3)昨年に引続き新入会員紹介キャンペーンとして、紹介者にクオカードを贈呈する施策を実施した。

2 納税意識高揚及び地域社会 (企業)貢献活動
(1)租税教育と絵はがきコンクール

①青年部会による租税教室の実施回数は前年を上回り、京橋管内の小学校5校で6回実施した。

(前年2校 )

②女性部会による「税に関する絵はがきコンクール」の作品応募を京橋管内の公立小学校に募り、5校

のガヽ学校より、前年を上回る128′点の応募を得、表彰後に作品を主要施設に展示した。

(2)食育事業「なると金時 里むすめ」の苗植えと収獲

中央区の小学生を対象に、中央区教育委員会・築地青果市場。徳島県FA里浦が中心となり、健全

な食生活・食文化の実現の学習に取り組んでおり、当法人会も社会貢献活動の一環として平成20年

より参画している。

(3)第9回文化芸能公演会「ぎんざ寄席Jの実施

地域企業、地域住民の福利厚生及び慰安に資することを目的に開催しており、今年度は、開催9

回目の定着感と広報に力を入れたことにより、発売枚数、入場者数とも前年の過去最高動員を更新

した。

(4)第 1回「企業間異業種交流会」の開催

管内の異業種事業経営者同士の情報交換の場として、また、会員増強の場として、本年初めて開

催し、100名を超す参加者で好評を博した。開催後のアンケート結果でも継続開催を望む声が多数

あり、次回以降の充実した開催を目指したい。

(5)幼稚園並び中央区社会福祉協議会に「お絵かきウチワ」を贈呈

第8支部単独事業として、平成24年から、節電の喚起と親子のコミュニケーションを願つた「お絵かき

団扇」の贈呈を行い、中央区内の全公立幼稚園並びに中央区社会福祉協議会へ約2,000枚のウチ
ワを寄贈し、うち一園で贈呈式を開催した。

(6)支部単独による支部研修会、地域交流会

第9支部による税務研修と地域企業の交流を目的に、税務研修「あなたに教えたい経理処理」と講

談師による講談会を開催した。

3 税制税務研究並びに提言に関する活動
(1)第 34回全国法人会・福井大会への参力日

第34回法人会全国大会「福井大会」(大会参加人員1,800名 )が開催され、本部より松崎会長はじめ

4名 が参加した。平成30年度の『税制改正に関する提言』の趣旨説明と、①国・地方の行財政改革の
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徹底、②社会保障の制度構築のため、適正な負担と受益の抑制、③中小企業に税制措置でさらなる

活力、④本格的な事業承継税制の創設による事業の継続、の4つのスローガンを採択した。

(2)第 31回全国青年の集い。高知大会への参加

全国の法人会青年部会による第31回全国青年の集い
「高知大会」(大会参加人員2,400名 )が開

催され、当会青年都会より6塔が参加した。大会スローガンは、『～未来
へ継ぐ 絆「志国」～』

(3)第 12回全国女性フォーラム・鹿児島大会への参加

全国の法人会女性部会による第12回法人会女性フォーラム「鹿児島大会J(大会参加人員1,700

名)が開催され、当会女性部会より3塔 が参加した。本年のキャッチフレーズは、『輝け女性 !その風

イま南から』

(4)提言活動の実施

全国大会で採択された「平成30年度の税制改正に関する提言要望書Jを、日本橋法人会との連名

により、会長、税制委員長並びに関係役員が中央区長、中央区議会議長を訪問し、それぞれ
へ趣旨

説明と提言活動を実施した。

研修事業の充実

(1)冴―マ別セミナー

時機に応じた経営者向けセミナーを念頭に、本年は「賢い税務調査の受け方」、
「事業・資産承継

セミナーJを開催したほか、厚生委員会、青年部会、女性部会共同企画の
「健康セミナー」、新入社

員向け「租税セミナー」を開催した。

(2)支部別統一研修会

全支部統一テーマで開催する秋の支部別研修会は「消費税ミス事例集と平成29年度税制改正Jの

>―マで開催し、全支部の参加者は320人 (前年236人 )であつた。

広報の充実

法人会の認知度向上と会員サービスを念頭に、広報誌の内容の充実を図るとともに、ホーム
ページ

のコンテンツの見直しと利便性の強化に努めた。

その他

(1)地球温暖化防止対策報告書制度の普及推進への積極的協力。

(2)公益目的事業のための「一般寄附金」を募り、募金者については承諾のうえ広報誌で顕彰した。

(3)京橋法人会館2階会議室の空き時間を利用し、貸出業務を行い財務強化の一助とした。

組織の状況

会員数
平成 30年 3月 31日現在

(正会員 27 480社

2, 546社

特別会員 66社 )

役員等

事

事

員

問

議

理

監

常

顧

38名 (内 常任理事 20名 )
2名

40名

1名

支部数 8支青[

部会数 3吉[会

5

6
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平成29年度 事業実施状況報告書仰2凱 41～ H30a3→

→2944 公卜 1 本部 新設法人説明会 京橋税務署 31 31 (1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明

J2962 公 1-1 本部 新設法人説明会 京橋税務署 36 36 (1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明

J2982 公イー1 本部 新設法人説明会 京橋税務署 72 72 (1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明

H29103 公 11 本部 新設法人説明会 京橋税務署 5, (1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明

H29127 公 1-1 本部 新設法人説明会 京橋税務署 2( 23 (1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明

H3026 公← 1 本部 新設法人説明会 京橋不売務署 1, 1, (1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明

新設法人説明会  合計 6回 23G 23G

H2946 公 1-1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 26 11 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

H29511 公 1-1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 44 27 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシードの説明

Ч2966 公 1-1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 71 50 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

引2976 公 1… 1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 51 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

司2987 公 1-1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 42 27 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

」2995 公卜 1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 87 44 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

」29104 公 1-1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 34 19 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

H29112 公 1-1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 24 12 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

H29125 公卜 1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 115 80 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

H30111 公 1-1 本 部 決算法人説明会 京橋税務署 27 17 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

H3027 公 1-1 本部 決算法人説明会 京橋税務署 11 4 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

H3037 公 1-1 本 部 決算法人説明会 京僑税務署 44C 199 (1)会社の決算・申告の実務、(2)自 主点検チェックシートの説明

決算法人説明会 合計 1呵 回 981 519

引29714 公 11 本部 特別説明会 日本印刷会館 8t 演題「交際費」、講師 :税理士 中里拓哉氏

J29822 公 1-1 本 部 特別説明会 日本Fp刷会館 Gl ¢ 演題「自己株式」、講師 :税理士 岩田 篤氏

J291121 公 1-1 本部 特別説明会 日本印刷会館 79 2 演題「別表4,5」 、講師 i税理士 布施昌喜氏

J291214 公 11 本部 特別説明会 日本印刷会館 59 1 腐題「減価償却」、講師 :税理士 谷中和也氏

H30123 公 1-1 本 部 特別説明会 日本印刷会館 39 1 演題「役員給与」、講師 :税理士 曽宮崇広氏

H30222 公 1-1 本部 特別説明会 日本印刷会館 49 1 演題「経営判断と税務処理」、講師 :税理士 香山正男氏

特別説明会  合計 6回 372 9

H29913 公 1-1 本部
法人税甲告書作成セミナー

(第 1回 ) 法人会館 32 0 法人税申告書作成セミナー (第 1回 )「減価償却」講師 :京橋税務署 西法人審理担当上席

H291016 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(掌 2同 ) 法人会館 28 0 法人税申告書作成セミナー (第 2回 )「役員報酬・交際費・寄附金」

H29118 公 1-1 本 部
法人税申告書作成セミナー
(第 3回 ) 法人会館 28 0 法人税申告書作成セミナー (第 3回 )「租税公課 所得税控除J

引301 17 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(第 4回 )

法人会館 2【 0 法人税申告書作成セミナー (第 4回 )「繰越欠損金、繰戻還付」

Ч3023 公 1-1 本部
法人税甲吾吾作成セミナー

(第 5回 ) 法人会館 0 法人税申告書作成セミナー (第 5回 )「消費税 J

J30313 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(第 6回 ) 法人会館 2t { 法人税申告書作成セミナー (第 6回 )「総合問題」

法人税申告書作成セミナー  合計 5回 160 0

「129914 公 1-1 本部
泳フRFオ得税人間セミナー
(第 1回 ) 法大会館 27 0 原泉所得税入門 (第 1回 )「毎月の源泉徴収」講師 i京橋税務署 林源泉担当上席

H2910,7 公 1-1 本部
所得税入門セミナー
F司】

源泉

`筑

2 法人会館 24 0 原泉所得税入門 (第 2回 )「非課税所得 現物給与」

H29,19 公 1… 1 本 部
源泉所得税入門セミナー

(第 3回 ) 法人会館 28 0 源泉所得税入門 (第 3回 )「年末調整」

H30116 公 1-1 本部
派尿所得税入門セミナー
(筑 4同 ) 法人会館 25 0 源泉所得税入門 (第 4回 )「法定調書・給与所得者の確定申告」

H3029 公 1-1 本 部
源泉所得税入門セミナー
(第 5同 ) 法人会館 18 0 源泉所得税入門 (第 5回 )「報酬・米半金、非居住者所得に対する源泉徴収」

H30314 公 1-1 本部
源泉所得税入門セミナー

(第 6回 ) 法人会館 28 0 源泉所得税入門(第 6回 )「退職者の源泉徴収」

源泉所得税入関セミナー  合計 5回 150 0

J29926 公 1-1 支部
第1支部研修会
(統一テーマ)

銀座ブロッサム 7そ 32
テーマ『タダではすまない !消費税ミス事例集と平成29年度税制改正等』
講師i税理士 大畑智宏氏、京橋税務署 斎藤第1統括官、酉審理担当上席

H29929 公 1-1 支部
第4支部研修会
(統一テーマ)

銀座ブロッサム 2〔 15
テーマ『タゲではすまない :消費税ミス事例集と平成29年度税制改正等』
講師:税理士 齋藤 明氏、京橋税務署 斎藤第1統括官、西審理担当上席

H291010 公‖-1 支部
第5支部研修会
(統一テーマ)

銀座ブロッサム 47 14
明氏、

消費税ミス事例集と平成29年度税制改正等』
京橋税務署 斎藤第1統括官、西審理担当上席

H291019 公 1-1 支部
第2・ 3支部研修会
(統一テーマ)

フエニックスプラザ 35 ,C
テーマ『タダではすまない !消費税ミス事例集と平成29年度税制改正等』
講師 :税理士 薦藤 明氏、京橋税務署 斎藤第1統括官、西審理担当上席

J291017 公 1-1 支 部
第6支部研修会
(統一テーマ)

銀座キャピタル

ホテル新館
38 14

テーマ『タダではすまない :消費税ミス事例集と平成29年度税制改正等』
講師 :税埋士 大畑智宏氏、京橋税務署 斎藤第1統括官、西審理担当上席

実施日
事業  組織
区分  区分 事業名 会場

参加者  内一般
総数  参加数 備考補
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平成29年度 事業実施状況報告書m2941～ H30&3つ

月島区民館 33 4
テーマ『タダではすまない I消費税ミス事例集と平成29年度税制改正等』
講師:税理士 斎藤 明氏、京橋税務署 斎藤第1統括官、西審理担当上席引291018 公 1-1 支部

第9支部研修会
(統―テーマ)

テーマ『タダではすまない !消費税ミス事例集と平成29年 度税制改正等』
講師 i税理士 大畑智宏氏、京橋税務署 斎藤第1統括官、西審理担当上席

引291024 公 1-1 支部
第7・ 第8支部合同研修会

(統一テーマ)
全印健保会館 63 29

320 118支部別研修会 (統―テーマ) 合計7回
内容 :会社に掛かる税金「法人税」「消費税」「源泉所得税」

新入社員及び新任経理担当者を対象とした租税セミナー

講師 i京橋税務署法人、源泉各担当官
H29522 公 1-1 本部 新入社員租税セミナー 日本印刷会館 73

師

師

師

講

講

講

部

部

第

第
東京国税局調査第一部長 山縣哲也氏「税務行政の現状と課題」

同     審理課主査 木村 大助氏「平成29年 度税制改正等 I

同 消費税課実務指導専門官 森田 周治氏「消費税軽減税率制度

こついて」
について」

公 1-1 本部 調査部法人部会研修会 銀座ブロッサム 102 47H2911 17

1 演題「審判所の仕事」 講師 :京橋税務署 青木副署長H291122 公 1-1 女性部会 税制セミナー 法人会館 14

銀座ブロッサム

ホール
34t 65

『平成29年 度決算実務の直前対策』 講師 :税理士 柴田知央氏
第一ブロック法人会 (麹町・神田・日本橋 京橋・芝法大会共催 )H30223 公 1-1 本部 第一ブロック税務研修会

537 121その他の税務研修会  合計4回

本部 税務相談 法人会館 1 1H29413 公 1-1

0→29518 公 1-1 本部 税務相談 法人会館 ,

J2968 公 1-1 本部 税務相談 法人会館 1 0

法人会館 ЮJ29713 公 1-1 本部 税務相談

本部 税務相談 法人会館 0 CJ29914 公 1-1

1 11291019 公 十-1 本部 税務相談 法人会館

0 C→291116 公 1-1 本部 税務相談 法人会館

C→291214 公 1-1 本部 税務相談 法人会館 1

5 2税務相酸  合計 8回

22 ,ラ

ル参加についての留意女性部会役員による絵はがきコンクー
【講師】吉田幹事、中里部会長

青年部会講師による租税教室、
点説明。【会場】城束小学校、J2966 公 1-1 青年部会 租税教室 城東小学校

法人会館 3 〔
中里部会長、清水部副部会長による今期租税教室運営に関する打ち合わせ

租税教室台本、資料の改訂と打ち合わせ。
H291000 公 1-1 青年部会 租税教室事前打合会

法人会館 (
中里部会長、清水部副部会長による今期租税教室運営に関する打ち合わせ

租税教室台本、資料の改訂と打ち合わせ。
H29117 公 1-1 青年部会 租税教室事前打合会

租税教室事前打合会 法人会館
中里部会長、清水部副部会長による今期租税数室運営に関する打ち合わせ

租税教室台本、資料の改訂と打ち合わせ。
H291115 公 1-1 青年部会

泰明小学校 4 2
中里部会長、事務局板垣、租税教室を実施する6年生担任教師2名 にて泰明小学校では初の
実施となる租税教室の事前打ち合わせを実施H291124 公 1-1 青年部会 租税教室事前打合会

0

本年度租税教室担当者による租税教室の事前打ち合わせを実施、内容を検討・調整。

青年部 :中里部会長、清水副部会長、月岡副部会長、柴幹事、辻畑会計幹事

京橋税務署 :法人1部 F月西上席、事務局 i後藤専務理事、板垣
H291129 公 1-1 青年部会 租税教室事前打合会 法人会館

泰明小学校の租税教室講師担当による事前練習会を実施。

講師の清水副部会長、柴幹事を中心に中里部会長、事務局板垣が参加。
H29124 公 1-1 青年部会 租税教室事前練習会 法人会館 0

泰明小学校の租税教室講師担当による事前練習会を実施。

講師の月岡副部会長、辻畑会計幹事を中心に中里部会長、櫻井監事、事務局板垣が参加。
H29128 公 1-1 青年部会 租税教室事前や凍習会 法人会館 0

3 G
中央小学校の租税教室講師担当による事前練習会を実施。

講師の栄幹事、吉田会計幹事を中心に清水副部会長、遠藤幹事、事務局板垣が参加。
H291211 公 1-1 青年部会 租税教室事前練習会 法人会館

62

青年部会講師による租税教室。2クラスで実施

参加者 :青年部講師4名見学3名、京橋税務署暑 1名参加
一般参加者 i児童60名 (1クラス30名 X2)、 担任教師2名

H291214 公 1-1 青年部会 租税教室 泰明小学校 67

青年部会講師による租税教室。1クラスで実施

参加者 :青年部講師2名 見学4名 、京橋税務署署2名参加
一般参加者 :児童20名 、担任教師1名

J291218 公 1-1 青年部会 租税教室 中央小学校 29 21

京橋築地小学校 68 64
名、京橋税務署署 1名 参加引3021 公 ← 1 青年部会 租税教室

租税教室事前練習会 法人会館 4 (
明石小学校の租税教室講師担当による事前練習会を実施。

講師の辻畑会計幹事、北見副部会長を中心に中里部会長、事務局板垣が参加。
引30214 公 1-1 青年部会

41C (
租税教育活動事例発表
当会より、清水副部会長、月岡副部会長が租税教室の事例発表を行つた。

引30215 公 1… 1 青年部会
東法連青年部会全体連絡会議
「租税教育活動事例発表」

ヒルトン東京

明石小学校 4e 38
青年部会講師による租税教室。1クラスで実施

参加者 :青年部講師2名 見学2名 、京橋税務署署1名 参加
一般参加者 :児童37名 、担任教師 1名

R30220 公 1-1 青年部会 租税教室

租税教育関連事業  合計 15回 67G 199

三者協議会 法人会館 1て

議題 :統一支部研修会について 1 具体的実施要領等について
参加者 :法人会 (会長・事業研修委員長、支部長・研修委員・専務・次長)署 (青木副署長、齋
藤1統括、西上席審理担当官)税理士会 (支部長、副支部長2名 、部長2名 、担当講師1名 )

引29828 公 11 本部

本部 事業研修委員会 法人会館 1( 2 平成31年 度事業計画 (事業研修委員会所管事業)について引30126 公 11

H3025 公 1-1 本部 三者協議会 法人会館 3
京橋税務署、東京税理士会京橋支部との法人会の平成30年度 事業計画 (研修関係)の具体
的検討

35 13その他事業  合計 3回

実施日 琶蓉  慢雰
参加者  内一般
総数  参加数事業名 備考補会場
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平成29年度 事業実施状況報告書(H2941～ H30331)

公 1-2 納税意識の高揚を目的とする事業

H291116 公1-2 本部 納税表彰式 銀座ブロッサム 8て

納税表彰は、国税の申告と納税及び租税教育等に関して、功績顕善な団体又は個人及び法人
を顕彰することにより、広く納税思想の高揚等に資することを目的としている式典。税務署長表
彰、税務署長感謝状、́l内税団体会長感謝状の授与が行われた。

公イー2 本 部 納税啓発キャンペーン
数寄屋橋交差点

界隈5か所
433
街頭キヤンペーン(1)納税啓発塔『銀の問』清掃、(2)納税啓発街頭キヤンペーン

京橋税務署、中央都税事務所、中央区役所、F,司 係 6団体が銀座地区数か所に別れ、納税啓発
チラシ等を配布 法大会は銀座松屋前にて法大会長、青年部会長ほか、が参加

引29116 公1-2 本部 納税啓発キャンペーシ
数寄屋橋交差点

界限5か所
433
街頭キャンペーン(1)納税啓発塔『銀の問』,青掃、(2)納税啓発衝頭キヤンペーン

京橋税務署、中央都税事務所、中央区役所、関係 6団 体が銀座地区数か所に別れ、納税啓発
チラシ等を配布 法大会は銀座松屋前にて法人会長、青年部会長ほか、が参加

→2911 14 公 12 青年部会 山手イ,泉 一周税務広報活動
」R山手線 10駅の
駅前

1000C

田町、新橋、秋菜原、上野、巣鴨、池袋、新宿、原宿、渋谷、品川の各駅にて税務広報活動を
実施。税務広報物を1万部配布。

青連協副会長職北見副部会長は全箇所、他の青年部会員は田町、新橋、秋葉原、品川に5名

参加。

引3026 公1-2 本部 イれ税啓発キヤンペーン
数寄屋橋交差点

界限5か所
44C 433

街頭キヤンペーン(1)納税啓発塔『 銀の門』清掃、(2)納税啓発街頭キャンペーン

京橋税務署、中央都税事務所、中央区役所、関係 6団体が銀座地区数か所に別れ、納税啓発
チラシ等を配布 法大会は銀座松屋前にて法人会長、青年部会長ほか、が参加

納税表彰式・納税啓発キャンペーン  合計 5回 11,406 11,299

H291013 公 12 女性部会 第8回税に関する絵はがきヨ

ンクール第1次審査会
法人会館 9 0 女性部会幹部3名 による選考会。応募総数5校 128点 →50点 に絞り込み。

公1-2 女性部会
第8回税に関ずる絵はがき

=H
ンクール最終審査会

法人会館
第 1次審査会通過作品50点 の中より、各賞の最終選定作業。参加 :l株 渡邊本版画舗代表取締
役 渡辺章―郎氏 (有識者、審査員長 )、 松崎会長、後藤専務理事、吉川女性部会長、中里青
年部会長、職員 ,名 )

H291111 公イー2 女性部会
第8回税に関する絵はがきコ

ンクール展覧会

松屋銀座本店
築地KYビル

30000大

以上

松屋銀座本店 :入賞作品のみ (11月 11日 ～ 11月 16日 )
築地KYビ ル ;全作品。(11月 17日 ～ 11月 24日 )一般参加者は施設来場者数に準ずる。

H291113 公1-2 本部
第9国税に関する絵はがきコ

ンクール展覧会視察
銀座松屋8階 13

入賞作品展覧会々場 (銀座松屋)にて関係者 (東京国税局3名 、署5名 、法人会5名 )による視
案および言己念撮影を実施。

H291218 公 1-2 女性部会
税に関する絵はがきコン

クール表彰式

中央区立

京橋築地小学校
38C
朝礼の時間にて表彰式を執り行う。入賞者へ賞状と副賞の授与。署より金田署長 (税務署長賞
の授与)、 ほか1名出席。当会より会長ほか4名 出席。

税に関する絵はがきコンクール関連事業  合計 5回 418 383

公 1-3 税制及び3と務に関する調査研究並びに提言にB目する事業

」2947 公13 女性部会 第 12回 全国女性フォーラム
鹿児島大会

城山観光ホテル 170C

《大会キャッチフレーズ「輝け女性 :その風は南から」》
言己念講演～演題「明日の社会と税金を語る～霞が聞からワシントンまで～」
式典～「スローガン唱和、活動報告、大会宣言ほか」
参加者3名 (吉川部会長、伴副部会長、中島副部会長 )

H29518 公1-3 本部 税制委員会 法人会館 11
平成 30年度税制改正要望事項「京橋提案」の取り纏め
出席者 京橋税務署2名 、税理士会京橋支部 (大 田、香山税理士 )

H29105 公1-3 本部
第34回法人会全国大会
福井大会

福井県産業会館 1,80C

《平成30年度税制改正スローガン》
厳しい財政状況を踏患え、国、地方とも行財政改革の徹底を 1

超高齢化社会に対応した社会保障制度を構築するため適正な負担と大胆な受益の抑制を !

地域経済と雇用の担い手である中小企業に、税制措看Lでさらなる活力を !

中小命業は地域経済の要。本格的な事業承継税制の創設により事業の継続を !

第1部 記念講演会「今後の政治と経済の行方」講師 :毎 日新聞専門編集委員 与良正男氏
第2部 :式典  税制改正堤言の報告、租税教育報告、大会宣言ほか
参加者4名 (松崎会長、泉筆 F`琶 副会長、後藤専務理事ほか )

1129112 公 1-3 本部 税制改正提言活動 中央区役所 l ll 7

税制改正提言活動 (中央区長、中央区議会議長への提言活動

参加者 f(中 央区)中央区長、副区長、総務部長、税務課長
(法人会)松崎会長、谷税制委員長、後藤専務理事

)

12911 10 公イー3 青年部会
第 31回 全国青年の集い
高知大会

高知県民文化
ホール、三翠園

2400

《大会スローガン「未来へ継ぐ絆「志国 高知」」》
部会長サミット  会場 :三翠園  参加 :中里部会長
大会式典  会場 i高知県民文化ホール
参加者5名 (中里部会長 清水副部会長 月岡筆頭幹事
記念講演走ることで伝える大切な事～夢 出会い 絆～」

北見会計幹事 吉田幹事 )

講師 間 寛平氏

J2969 公1-3 本部 税務連絡協議会
税理士会京橋支
部会議室

21 14 平成29年度 役員改選、平成28年 度事業報告 決算報告 ほか 会長、専務理事出席

H29718 公 13 本部 税務連絡協議会
税理士会京橋支

部会議室
京橋税務署新幹部と税務協力6団 体長との意見交換、今後の事業計画について

公1-3 本部 税務連 l各協議会
税理士会京橋支

部会議室
14
封)納税表彰式の実施案、(2)税 を考える週間行事について、(3)税務署からの連絡事項

“

)6団体の事業報告

H29116 公 13 本部 税務連絡協議会
税理士会京橋支

部会議室
21 1)納税表彰式実施状況、(2)「 税を考える週間」行事について ほか

H30124 公 1-3 本部 税制委員会 法大会館 11 2 平成 30年 度事業計画 (税制委員会所管事業)について

公 2 地域企業の健全な発展に資する事業

J29613 独ヽ2 支 部 第9支部 税務研修会 月島区民館 34 lC 税務研修会「あなたに教えたいキi又理処理 J、 講談会「日向ひまわり氏」他

H2974 公 2 本部 簿記講習会 法人会館 313 15 7/4～ 8/24 全 15回  受講者数 24名 (うち非会員1名 )講 師 i税理士 木内  寛氏

H2992 ノム`2 女性部会 税務見学会 箱根方面 0
バス革中「税金クイズ」を実施。併せて富士箱根伊豆国立公園 (大涌谷)周辺を見学、また改修
工事前の重要文化財 (箱根富士屋ホテル)にて昼食を摂るなど、懇親をはかる

H29912 /ム` 2 本部
経営者セミナー

『買い税務調査の受け方』
日本印昂1会館 135 1 講師 :税理士 牧野義博氏

実施日
業
分
事
区

組織
事業名 会場

参加者  内一般
総数  参加数 備考桐

区分
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平成29年度 事業実施状況報告書(H2941～ H30331)

本部 簿記講習会 1甫講 法人会館 11月 19日 日商簿記 3級試験への補習授業 講師 :税理士 木内 寛氏H291026 ノム`2

/ム` 2 本部
経営者セミナー
『事業 資産承継セミナー』

銀座ブロッサム 34

第 1部 「企業オーナーのための相続対策」 講師 :税理士法人チェスター

第2部 「事業承継のためのM&A活用法」講白T:企 業活性化パートナーズ
日本橋法人会との共催

2 平成30年 度事業計画 (広報委員会所管事業 )についてH30118 ノム`2 本 部 広報委員会 法人会館 11

銀座ブロッサム
『アンチエイジングで老化と認知症を予防し、行動力をアップする食生活』

講師 :医学博士、管ユ里栄養士、日本医療栄養センター所長 井上正子氏
H30220 ノム`2 本 部 健康セミナー

青年部会主催セミナー 銀座ブロッサム 2ξ

演題「絆～人生を変えた様々な出会い～J

元プロサッカー選手で事故に遭い車椅子生活になり、その後パラリンピック日本代表選手に

なった京谷和幸氏の経験による講演
日30313 /ム` 2 青年部会

H2941 ノム`2 本部
広報誌「法人きょうばし」45月
号発行 (483号 )

主な項目
(1)第 5回通常総会のお知らせ、(2)平成29年度 研修計画、(3)平成29年 度 税制改正大綱
掲載、(4,OOO部 発行 )

ノム`2 本部
広報誌「法人きょうIずしJ67月
号発行 (484号 )

主な項目

(1)第 5回通常総会のお知らせ、(2)第 9回 文化芸能公演会「ぎんざ寄席」チケット発売開始、(3)

簿記講習会案内、(4)異業不三交流会案内 (4000部 発行 )

主な項目

0)第 5回 通常総会報告、(2)京橋税務署人事異動、(3)法人税申告書作成セミナー案内、(4)源泉

所得税入門案内 (4000部 発行 )
引2981 公 2 本部

広報誌「法人きょうばし」8・ 9
10月 号発行 (485号 )

」2911 1 公 2 本部
広報誌「法人きょうばし」12¬
月号発行 (486号 )

主な項目
(1)平成30年 度税制改正に関する提言、(2)ぎんざ寄席、異業種交流会実施報告 (4,OOO部
発行 )

/ム＼2 本 部
広報誌「法人きょうばしJ23月
号発行 (487号 )

主な項目

(1)絵はがきコンクール入賞作品発表、(2)事業報告 (4000部 発行 )

公 3 地域社会への貢献を目的とする事業

1 社会貢献事業 第9回 文化芸能公演会「ぎんざ寄席」の実施要領
2福 利厚生制度推進協議会J29512 /ム` 3 本部 厚生委員会

中央区立

京橋築地小学校
60 5'

サツマイモ「なると金時 (さとむすめ )」の苗植えセレモニー。松崎会長 .、 ほか青果市場関係者

徳島県」A里浦理事長ほか、中央区教育委員会担当者、京橋築地小学校長、担当教諭、4年
生 チヨ華 50名参加

129518 ノム`3 本部
食育事業「苗植えセレモ
ニー」

支部 お絵かきうちわ贈星式
中央区立

明正幼稚園

第8支部主催
出席者 法人会 :松崎会長、金山第3支部常議員他、 幼稚園 :平野園長、教諭 2名 、星組園児
(年長)24名 、中央区教育委員会 学務課係長、
(1)贈呈式、(2)園児による歌と遊戯

引2974 公 3

第 8支部主催
出席者 社会福祉協議会 i小泉副会長、斉藤常務理事、活動センター主事、法人会 :松崎会

長、金山第 8支部常議員ほか  うちわ罐呈に対ずる協議会から第8支部へ感謝状授与。
引2974 ノム`3 支 部 お絵かきうちわ贈星式

中央区社会福祉

協 :義会

公 3 本部 食育事業「収穫祭」
中央区立

京橋築地小学校
59

サツマイモ「なると金時 (さとむすめ )」の収穫セレモニー。徳島県JA里浦、築地青果市場、中央
区教育委員会、京橋法人会森日副会長、 京橋築地小学校4年生児童 50名 参加引29105

バザー供出品の整理、値付け作業。引つ91013 ノム＼3 女性部会

中央区健康福祉まつリチヤ
リティーバザー用品整理・値
イ寸け

法人会館

本部
第9回文化芸能公演会
『ぎんざ寄席』

銀座ブロッサム 803 74
出演 :主催者 (松崎会長 渡辺厚生委員長 大同支社長)出演者 (林家たい平 諸魯サ1鯉昇、江
戸家まねき猫、日向ひまわり 1まか)チ ケット寄贈 (中央区社会福祉協議会50席 )
主催 京橋法人会 、後援 太同生命、AlG損保、アフラツを

'

H2997 ノム`3

共益 会員の交流に資するための事業、その他法人の目的を達成するために必要な事業

H29515 共益 青年部会 定時連絡協議会 法人会館
第一部セミナ 講師 西上席調査官「税制改正について」
第二部懇親会 来賓 !藤原副署長、斎藤第一統括官、西上席調査官

H2968 共益 女性部会 第23固 定時連絡協議会 法人会館 2C
【1部】昼食懇親会、【2部】会議 (内容:(1号議案)日

'8年
度事業報告・決算報告、(2号議案)

H29年度事業計画 予算案、(3号議案)役員選任の件)

税務連絡協議会 銀座東武ホテル ク9 京橋税務署新幹部と税務協力回体6団体役員との意見交換会共益 本部

企業間異業種交流会 銀座束武ホテル 11℃
管内法人 ,個人を対象とした異業種交流会。
法人会役員紹介、法人会事業紹介DVD上映H2983 共益 本部

青年部会 第一ブロック合同交流会 Wに DMAGIC 81 13
幹事会 (公社 )日 本橋法大会青年部会

京橋法人会青年部会参加人数 5名
H29924 共益

H?91016 共益 女性部会
東法連女連協第 18合同研
修会

ホテルグランド
パレス

3,
第1部「講演会『リハビリメイクの概要』、第2部 :懇談会、参加 :吉川部会長、伴副部会長、中島

副部会長、北見幹事、石井幹事、事務局 1名

H2911 13 共益 青年部会 青年部会意見交換会 法人会館
第一部セミナ 講師 :

第二部懇親会 来賓

西上席調査官「税制改正について」
:青木副署長、齋藤第一統倍官、西上席調査官

H301 18 共益 本部
税務連絡協議会

新年賀詞交歓会
銀座東武ホテル 9C 官公署幹部と税務関連民間6団体会員との賀詞交歓会

女性部会 女性部会 新年賀詞交歓会 帝国ホテル 2( 女性部会員と官公署幹部及び関係団体幹部との賀詞交歓会H90123 共益

0
1部 :講演会『 1酋が元気になる方法』、東法連女連協絵はがきコンクール結果発表、2部 :交流懇

親会、参加者 :吉川部会長、伴副部会長、中島副部会長、石井幹事、北見幹事、事務局1名
H30312 共益 女性部会 東法連女連協全体連絡会議 京エプラザホテル 25(

青年部会
平成29年度東法連青連協
交流ボウリング大会

東京ドームボウリ
ングセンター

19(
東法連青連協交流会
当会より5名 参加

H30316 共益

法人
会計

法人の目的を達成するために必要な事業

銀の塔 19 0
第23回 定時連絡協議会最終打合せ、日29年 度事業計画の件、各種事業実施 経過報告、参加

報告他
H29426 法人会計 女性部会 幹事会

法人会計 本部 監事監査会 法大会館
平成28年 度 1 事業実施報告  2会 計監査報告
松崎会長、泉総務担当副会長、後藤専務理事、小林監事、米山監事ほか事務局

実施日 琶蒼  醤雰 事業名 会場
参加者  内一般
総数  参加数 備考欄
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平成29年度 事業実施状況報告書ぃ29■ 1～H30a3つ

法人会計H29516 本部 常任理事会 法人会館 1て 1 第5回通常総会議案書の承認について、2報告事項 3その他

引29516 法人会計 本部 理事会 法人会館 ac

1 第5回 通常総会議案書の承認について、利益相反取引について、会長特別感謝状につい
て、 代表理事、業務執行理事の職務執行状況報告  2報 告事項 3その他
出席者 理事25名 、京橋税務署3名 、OAG税 理士法人2名

129616 法人会計 本部 第5回通常総会 銀座東武ホテル 31 C 窪
1曇

警蚕耳嗜亀程雪滝意翻騎韮象寵尉講
案平成28年度決算幸風告、第3号議案イ隻目改

出席正会員数1.515(内委任状 1.434)

H29616 法人会計 本部 臨時理事会 銀座束武ホテル 31 C
證拝聾蟄敦発策鰯

会長、専務理事及び常任理事の選定。常議員及び顧間の選

H29621 法大会討 青年部会 幹事会 法人会館 7 C 青年部会平成29年度事業のうちあわせ等

法人会計H29622 女性部会 幹事会 銀の塔 9 0躍監S鏑4犠線雲兵婢 空鐵謎習脇撃錘爬葛a轄坪督電Fンク
ー

Ч29627 支部 第6支部役員会 つきぢ田村 lZ 0 1 平成28年度 事業、決算報告  2会 員増強活動について ほか

J2984 法人会計 支部 第7支部役員会 ちりり 4 0 平成29年 度下半期事業について、会員増強活動について

129816 法人会計 青年部会 幹事会 法人会館 lC 0 青年部会 平成29年度事業のうちあわせ等

H29919 法人会計 女性部会 幹事会 銀の塔 義亀彿1書祭諸律晟併ご次審査会、名覇懲毘詠ケ£
建隼嘉す品縮宝塩紀ミ諄彗菅西濡恥

H29106 法人会計 青年部会 幹事会 法人会館 9 青年部会平成29年度事業のうちあわせ等

法人会計H291012 本部 常任理事会 銀座ブロッサム 19 9
主な議題 :1上半期事業実施状況報告、2理事会付議事項について
3会 員増強推進活動について 他

J291012 法人会計 本部 理事・常議員全体会議 銀座ブロッサム 34

主な議民置:1事業実施状況報告、職務執行状況報告 他
2第 1回「企業間異業種交流会」の実施状況、第9回 文化芸能公演会「ぎんざ
寄席Jの実施状況について
9会員増強推進活動について 他

H291110 法人会計 女性部会 幹事会 銀の塔 9

矯餐矮雲措存♀を伊祀摯牌
税を筆費電篭岳把電尋離 ユ待稽 争空

H291211 法人会討 青年部会 幹事会 法人会館 8 ( 青年部会平成29年度事業のうちあわせ等

法人会計H291012 本部
厚生制度会員増強・福利

推進協議会 銀座プロッサム 45 1(

1 会員増強活動について、  2福 利厚生制度の進捗状況
3福利厚生制度の推進計画と具体的な推進策、  4そ の他
【出席】法人会役員、大同生命、AIU、 AFLAC各担当者、推進員

引301 15 法人会計 女性部会 幹事会 銀の塔 8 C
議題 :事業実施報告 (絵はがきコンクール実施報告、税制セミナー収支報告 )、 新春セミナーに
ついて配役決定および最終確認、今後の事業予定確認

H30117 法人会計 青年部会 幹事会 酒菜庵ちゃぼうず 0 青年部会セミナーについて

H30129 法人会計 支部 第7支部役員会 ちりり 0 議題 :1 第8支部との合併について、2会 員増強活動について、3支部講演会について
H3028 法人会計 本部 総務組織委員会 法人会館 21 平成30年度 事業計画について(総務組織委員会提案 )、 支部会計担当者も出席

H30214 法人会計 女性部会 幹事会 銀の塔 C 0 平成30年度 女性部会事業計画について 他

法人会計H30223 本部
第1アロック法人会専務理事・

事務局長会議
銀座ブロッサム 9

出席者 :各会専務理事、事務局長、東法連吉井参与、
議題 !第 1ブロック会長会の実施要領、各会の現状報告、意見交換等

130313 法人会計 青年部会 幹事会 醍醐味 0 ″ 当年度・次年度の青年部会セミナーに関して検討

H30314 法人会計 支部 第5支部役員会 福市 7 0
呼脅再担却 ♂

度の螂 運割 こつい(2会 員靭 活動 こついてお 期 役員雌

H30316 法人会討 本部 常任理事会 法大会館 18 3 議題 :1 事業報告、2理事会付議事項について、3、 その他

H30316 法人会計 本 部 理事会 法人会館 3( 4
渇 &身 選慇臨 乙期

計画、1又支了′算、3椎 去見不里のP皮定

H30326 法人会計 青年部会 幹事会 法人会館 0 議題 :青年部会当年度事業実施状況の報告・次年度の事業について

通常総会 合計 1回

常任理事会 合計 3回

理事会及び理事常議員全体会臓 合計 4回

会員増強及び福利厚生制度推進合同会議 合肘 1回

監事監査会 合計 1回

青年部会・幹事会 合計 7回

女性部会・幹事会 合計 6回

その他会職・委員会等 合計 16回

1 以上のとおり、年度中に予定していた事業で実施しなかった事業は、「中央区健康福祉まつりのチャリティバザー」
(台風のため中止)のみで、予定していなかった事業で新たに実施した事業は一切ない。

2事業報告の附属明細書

鍵境朧爾謬契盤献埋縦季ぞ室撃曇遺缶好豪雪夢賛ギ諸聰儒菅攪児篇Ч
4条第3項に

組織
区分

内一般
参加数

事業 参加者実施日 事業名 会場 備考欄総数
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〔第2号議案〕平成29年度決算報告承認の件

(単位 :円 )

前 年 度 増  減当年 度目科

33,098,731

941,700

0

188,091

86,096

4,518,781

3,400

2,274

213,894

2,996

37,617,512

945,100

2,274

401,985

89,092

4,741.34539、 055、 963 34,314,618

5,419,514 05,419,514

05,4191514 5,419,514

0

0

0

0

△ 259,200

△ 1.000.000

17,120,270

17,396,772

6,547,006

38,060,000

2,628,000

3,000,000

17,120,270

17,396,772

6,547,006

38,060,000

2,368,800

2,000,000

84,752,048 △ 1,259,20083,492,848

111,865,236

342,180

217,524

110,798,255

218,568

△ 2,523,276

△ 42,512

△ 17,297

0

0

109,341,960

299,668

200,227

110,798,255

218,568

△ 2.583,085220.858,678 223,441,763

313,613.325 △ 3,842,285309,771,040

899,060348,827,003 347,927,943

0

△ 1,180

0

5,000

71,000

0

0

71,000

232,400

0

5,000

3,820308,400 304,580

17,120,270

1,200,000

0

0

17,120,270

1,200,000

018,320.270 18,320,270

18,624,850 3,82018,628,670

0

0

0

895,240

0

0

0

0

0

0

330,198,333

5,419,514

67.631,778

0

△ 1,259,200

5,419,514

66,372,578

895,240330.198,333 329,303,093

347,927,943 899,060348,827,003

I 資産の部

1,流動資産

現金預金

未収会費

未収金

前払費用

立替金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

基本財産定期預金

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

周年行事積立預金

会館修繕積立預金

備品等購入準備預金

企業間異業種交流会準備預金

特定資産合計

(3)そ の他固定資産

建物

建物附属設備

什器備品

土地

電話力日入権

その他固定資産合計

固定資産合計

資産の都合計

Ⅱ 負債の部

1流動負債

未払法人税等

前受金

前受会費

預り金

流動負債合計

2,固定負債

退職給付引当金

預り敷金

固定負債合計

負債の部合計

Ⅲ 正味財産の都

1.指定正味財産

(うち基本財産への充当額 )

(うち特定資産への充当額)

2,一般正味財産

(うち基本財産への充当額 )

(うち特定資産への充当額)

正味財産の都合計

負債及び正味財産の都合計

8



正味財産増減計算書

一般正味財産増滅の部
1経常増減の部
(1)経 常収益

基本財産運用益

基本財産受取利息

特定資産運用益

特定資産受取利8

受取会費
正会員受取会貨

事業収益

研修事主Ⅲl又益

社会貢献活動収益

不動産賃貸FrJイ 収益

書繕販売事業

受取補助金等

全法連助成企

束法連補助金

受取負担金

受取負担金

受取寄附金

受取寄附全

雑収益

受取和ig

雑収益

541

69,324

56,040,600

4,976,745

17,803,848

1,251,500

440,000

477,061

541

76,362

60,822,600

4,637,603

17,361,398

1,211,405

290,000

496,606

0

△ 7,038

△ 4,782,000

339,142

442,450

40,095

150,000

△ 19,545

△ 3836896
(2)経 常費用

事業費

役員報酬 給料手当

退職給付費用

福利厚生費

会議費

会場71

修繕費

旅費交通費

通信運搬貴

減価ュ、却 l'く

消耗品費

日〕吊,製木費

光夕`水料〒t

賃イキ料

イ来1炎た,

話謝企

租税公課

支払負担金

支払寄附金

委.t費

第iμl図妻費

渉タト費

雑費

管理費

役員報酬 給料手当

退職給付,1用

伍利厚生費

会議費

会場費

修繕費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却貨

消耗品費

印刷製木費

光熱水料費

賃借料

保「′分料

.子謝企

宣伝広告貨

租税公課

支払負担金

支払サl附金

萎託ユt

新聞図書費

渉外費

雑費

64,550,656 58,537,141

18,104,637

6,01

△ 3,025,715

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額
2経常外増減の部
(1)経 常外収益

経常外収益計

(2)経 常外費用

固定資産除却損

什器備品除却損

雑損失

雑損失

経常外費用計

当期経常外増減額
他会計振替額

税引前普期一般正味財産増減額
法人税 住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

狂 指定正味財産増減の部

受取補助企等

受取全法蓮助成金
一般工味財産への振替存貢
一般正味財産への振群額

当期指定正味財産増 lヽil額

指定正味財産期首残高

指定正
'末
財産期末テ美高

Ⅲ 正味財産期末残高

1,430,04

0

1,430,041

464,801

△ 464,801

0

965,240

895,240

15,408,300

15,408,300

△ 15,408,300

Υ 帯 悧

8,254,737

C

8,254,737

0

0

504,300

△ 504,300

0

7,750,437

7,680,437

15,458,900

15,458,900

△ 15,458,900

△ 15,458,900

329_3030931

△ 6,824,69て

(

△ 6,824,69C

0

0

△ 39,499

39,499

0

△ 6,785,197

△ 6,785,197

△ 50,600

△ 50,600

50,600

50,600
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正味財産増減計算書内訳表
1四

科 日

I 一般正
'ノ

(財産増板の部
1経 常指減の都
(1)経常収益
基本財産運用益

基本財産受取利息

特 定資産運用益

特定資産受取利息

受取会を
正会員受取会費

事業収益
研修事業収益

社会貢献活動収益

不動産賃貸事業収益

書籍販売事業

受取補助金等

全法 i中助成金

束法連補助金

受取負担金
受取負担金

受取等附金
受取寄附金
雑収益
受取利増、
雑 J7恭

0
0

0
0

28.020.300
28,020,300

2.195.060
917,060

1,278,000

0

0

16.606.074
15,408,300

1,197,774

0
0

220,000
220,000

0
0

0
0

0
0

5.604.060
5,604,060

2.781.685
0

0

2,767,895

13,790

239.555
0

239,555

496.500
496,500

44.000
44,000

55,000
0

55000

541
541

69、 324
69,324

22.416.240
22,416,240

0
0

0

0

0

958.219
0

958,219

755,000
755,00C

176.000
176,00C

422.061
61

副
541

69、 324
69,324

56.040.600
56,040,600

4.976.745
917,060

1,278,000

2,767,895

13,790

17`803.848
15,408,300

2,395,548

1.251.500
1,251,500

440.000
440,000

477,061
61

477000

経 営」「rぷ計 9,,O R00 Rl_059 ti1 9

(2)経常賽用
事業費
役員報酬・給料手当

退職給付費用
福利厚生背
会議費
会場費
修繕費
旅費交通費
通信運搬費
減価償却費
消耗品費
印刷製本費
光熱水料費
賃借料
保険料
諸謝金
租税公課
支払負担金
支払寄附金
委託費
新聞図書費
渉外費
雑費

管理費
役 員報酬・給料手当

退職給付費用

福利厚生費
会議脅

会場脅

修繕費

旅費交通費

通信運搬警

減
′
面償却費

消耗品脅

印刷製本費

光熱水料費

管借料

保険料
言を訪f金
宣伝広告脅

租税公 H果
支払負担金
支払寄附金

委託費

新聞図書費

渉外沓
難春

56.651.211
28,551

1

2、 068、 11

3,306

11622

526
2,749

502
572.301

1.429.430

3、 373、 700
770、 543
281.000
0

1,888,225

839.132

0

15、 570
73、 213
0

325、 691

230,492
0

1.992、 169
0

0

286、 555

0

0

0

0

0

0

15,078.922
5000、 104
122、 016
848、 296
1 808.291

369、 773
39、 347
227 116

630.504
442、 018

301 521
899,377
141962
122、 094
214 129
0

100000
231.426
487.900
30,000
1.829、 146

94.943
306、 398

64,550.656
29

4854、 0

2481.1

2.126

3.341

2261
537
2、 924
715、 301

587、 871
1,502.643

3、 373,700
1、096.234
511、 492

15,078`922
5000.
122,01

848
1.808、 291

369
39,34

227 11

630.504
442.018

301521
899,377
141962
122094

487

1、 829、

306

l解`常を 用 計
氏Fヽ

`ヽ

馬1 ,11 I 1507R_922
132135t

評イヽFI目 恭等計

八 9609_777

r、 魅ゝ曽猟打Fユ米
受篠普 外 政 赤 計 n

(2)経常外費用
固定資産除去「損

什器備品除却損

雑損失
雑娼牛

1

(ゝ7・常外を用計 クR坊 400 lRS_921

∧ 4Fi 4R0 八 4セi4R01

受取全法連助成金

一般正味財産への振替額
一般正味財産への振誉密員

当翔指定正味財産増減額

指定正味財 漏

0
1 204875 895240

15、 408.300
C

△ 1540830C C

△ 15,408,30C

C
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財務諸表に封する注記

1.重要な会計方針
(1)有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券については、償却原価法によつている。ただし、取得価額と債券金額との差額に重要性が

乏しい場合は、償去,原価法を適用しない。

(2)固定資産の減価償却の方法

建物は定額法により、建物附属設備及び什器備品は定率法により減価償却している。

(3)引 当金の計上基準

退職給付引当金は、定年時の要支給額を勘案して計上し退職給与引当資産を設定する。

(4)消費税等の会計処理

消費税込額で表示している。ただし、課税事業者に該当していない。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

4.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 5,419,514 0 0 5,419,514

小  計 5,419,514 0 0 5,419,514

特定資産

減価償却引当資産

退職給付引当資産

周年行事積立預金

会館修繕積立預金

備品等購入準備預金

企業間異業種交流会準備預金

17,396,772

17,120,270

6,547,006

38,060,000

2,628,000

3,000,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

259,200

1,000,000

17,396,772

17,120,270

6,547,006

38,060,000

2,368,800

2,000,000

小  計 84,752,048 0 1,259,200 83,492,848

合  計 90,171,562 0 1,259,200 88,912,362

科  目 当期末残高
(うち指疋
~正
味財

産からの充当額)

(うち一般正味財

産からの充当額)

(うち負債に

対応する額)
基本財産

定期預金 5,419,514 0 (5,419,514) 0

小  計 5,419,514 0 (5,419,514) 0

特定資産

減価償却引当資産

退職給付引当資産

周年行事積立預金

会館修繕積立預金

備品等購入準備預金

企業間異業種交流会準備預金

17,396,772

17,120,270

6,547,006

38,060,000

2,368,800

2,000,000

0

0

0

0

0

0

(17,396,772)

0

(6,547,006)

(38,060,000

(2,368,800)

(2,000,000)

0

(17,120,270)

0

0

0

0

小  計 83,492,848 0 (66,372,578) (17,120,270)

合  計 88,912,362 0 (71,792,092) (17,120,270)

科  目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建物

建物付属設備

什器備品

126,163,800

682,500

1,390,942

16,821,840

382,832

1,190,715

109,341,960

299,668

200,227

合  計 128,237,242 18,395,387 109,841,855
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5.満期保有目的の債券

満期保有目的の債券の内訳は、次の≧おりである。

国債 20,000,000円 ただし、特定資産として保有している。

6.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

7.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

8.関連当事者との取引の内容

該当なし。

9.重要な後発事象

該当なし。

附属明細書

1.基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記 2.基本財産及び特定資産の上曽減額及びその残高に記載

している。

2.引 当金の明細

(単位 :円 )

貸借対照表上

の記載区分
当期減少額 当期末残高交付者 前期末残高 当期増加額補助金等の名称

0

0

15,408,300

2,395,548

15,408,300

2,395,548

助成金

全法連助成金

補助金

東法連補助金

全法連

東法連

0

0

017,803,848 17,803,848合  計 0

金  額内  る

15,408,300

15,408,300

経常収益への振替額

受取補助金等計上による振替額

合  計

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 17,120,270 0 0 0 17,120,270
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(単位 :円 )
管イ苦哉米 表 科 目 場 F片・物 量 等 便 用 日的 等 台彦各貫

前払費用

手許有高
当座預金
みずほ銀行築地支店 (日 座0018567)
みずほ銀行築地支店 (日座0102626)
三井住友銀行京橋支店
三菱UFJ銀 行新富町支店
三菱UF」銀行築地支店
三井住友銀行銀座支店
城南信用金庫銀座支店
普通預金
みずほ銀行築地支店
三菱UFJ銀行新富町支店
城北信用金庫築地市場支店
1支部三菱UF」銀行京橋中央支店
2・ 3支部みずほ銀行銀座支店
4支部三菱UFJ銀行銀座通支店
5支部昭和信金京橋支店
6支部城北信金中央支店
7支部三菱UFJ銀行新富町支店
8支部三井住友銀行築地支店
9支部三菱UF」銀行月島支店
郵便貯金
振替貯金

未収会費
その他

全国大会 今日女性フメーラム話ュ,

運転資金として

て

して

して

平成28,29年度分

源泉所得税選付金

37,617,512

27,791

29,662,675

73,259

6,708,884

2,423,972

17,640,598

961,560

977,553

876,849

7,197,392

3,975,339

29,091

89,900

583,929

404,869

295,577

402,696

230,254

473,050

320,030

392,657

297,273

432,381

945,100

2,274

4!::;:;|

39,055,963

基本財産定期預金

減価償却引当資産

備品等購入準備預金

什器備品

属設備

土地

当資産

その他固定資産

基本財産
特定資産

三菱U可銀行新富町支店

みずほ銀行築地支店定期預金
国庫債券 (ゆうちょ銀行扱)
定額郵便貯金
三菱UFJ銀行新富町支店定期預金
三井住友銀行京橋支店定期預金

城北信金築地市場支店定期預金
定額郵便貯企
三菱UFJ銀 行新富町支店定期預金
三井住友銀行京橋支店定期預金

定額郵便貯金
三菱UFJ銀行新富町支店定期預金
三井住友銀行京橋支店定期預金

三菱UFJ銀行新富町支店定期預金
三井住友銀行京橋支店定期預金
国庫債券 (ゆうちょ銀行扱)
城北信用金庫築地市場支店定期預金

三菱UF」銀行新富町支店定期預金

三菱UFJ銀行新富町支店定期預金

中央区湊卜131
中央区湊卜131
会議室音響設備
追加工事一式
中央区湊1131
会議室ホワイトボード
パソコン2台
2階落下防止金物
備忘勘定
中央区湊1131

-13-1

将来の資産取得のため積立ててぃる

(特定費用準備資金 )

(特定費用準備資金。公益目的

将来の特定備 H占買替えのための資金として

(公誘目的事業で5865。/O使用 )

(公十トロ的事業で3528%使用)

京橋法人会館の土地のうち

5865%を公益 日的事業で使用

て使用して

る`

目的として、将来

17,120,270

510,750

10,000,000

600,000

509,520

5,500,000

17,396,772

8,000,000

1,000,000

4,342,728

110,798,255

109,341

5,419,5

6,547

139,31

200,227

34,1

38,060,000

4,340,125

4,319,875

10,000,000

19,400,000

2,368,800

2,000,000

1,137

83,271

82,777

3

309,771,040

7.003
く

'L動
負 償 )

前受金 分賃料

71,000

232,400

5,000

308.400
(回圧負債 )

退職給付引当金
預り敷金

退職金の支払いに備えたもの 17,120,270

1,200,000

18,320,270

198.333
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監 査 報 告 書

公益社団法人 京橋法人会

会長 松 崎 宗 仁 殿

平成 29年 4月 1日 から平成 30年 3月 31日 までの事業年度の理

事の職務の執行及び財産の状況を監査しましたので、次のとおり報告

いたします。

1.事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示

しているものと認めます。

2 理事の職務の執行に関する不正の行為、又は、法令若しく

は定款に違反する重要な事実は認められません。

3.計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、会計帳簿

の記載金額と一致し、法人の財産及び損益の状況を全ての重

要な点において、適正に示しているものと認めます。

平成 30年 4月 26日

公益社団法人 京橋法人会

星野 雅領こ:事
　
事

監
　
監

，
　

　

■

γ
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年度別「特定資産の積立て及び取崩し」状況

(単位 :円 )

解
釧

1.当初、備品等購入準備資金の取崩し額は、平成29年度命を税込表示 (259,200円 )で表示してしヽたが、28年度の積立額が税抜き表示で積み立ててしヽることア〕`ら、平成30年度の取崩し額を再調整する (220,800円 )ことで整合させる。

2.電話機の取崩しは、積立て時の税抜き価額で償却することとし、企業F口]冥業種交流会準備資金は、税込表示での積立てのため現状どおり。
3。 なお、平成29年度の特定資産への積立てはなしヽ。

〔
錦
酷
削
迅
〕
宝
▼

ω
）

平成35年度

198,OOO

198,OOO

平成34年度

240,OOO

198,OOO

438ぅOOO

平成33年度

240,OOO

¶98,OOO

438,OOO

平成32年度

240,OOO

198,OOO

438,OOO

平成31年度

240,OOO

198,OOO

1,OOO,OOO

1,438,OOO

平成30年度

22α8∞

198,OOO

1,0∝OOO

1,41

取崩 し年度

平成29年度

259,200

1,OOO,OOO

1

平成28年度末
積立額

1,440,OOO(税抜)

1,188,OOO(税芋皮)

3,OOO,OOO(税 込)

5,628,OOO円

5,628,OOO円

積立て及び取崩し年度

コピー機及び丁合機

平成29年 4月よリリース (6年 )

電話機

平成30年 4月よリリース (6年 )

企業間異業種交流会

平成29年の第 1回から
平成 3司 年の第 3回分まで

準
備
資
金

種
別

備
品
等
購
入
準
備
資
金

企
業
間
異
業
種

交
流
会
準
備
資
金

穫立額合計

各年度の取崩し額合計



I

〔報告事項〕 (2)

平成30年度 事業計画書

基本方針

法人会の「基本理念」に則 り、よき経営者を目指すものの団体として、納税意識の向上と企業

経営及び社会の健全な発展に貢献するための事業展開を図る。

併せて、会員企業経営者の一層の資質の向上を持つて、組織の強化、研修活動
の充実を図り、

地域企業の健全な発展と地域社会への貢献を目的とする事業の展開を推し進めるため、次
の重点

事項を定める。

Ⅱ 重点事項
1,総務組織関係

(1)会員の減少傾向に歯止めをかけるため、
「会員増強Jを喫緊の最重要口果題として全会一九と

なつて取り組み、各支部ごとに目標値を設定して、支部役員一人一人が率先して地域企業と

の接触の機会を捉え、よリー層新規会員の確保に努める。

(2)法人会会計の総括的基準に沿った会務の運営に努め、共益費の削減、事業内容の見直し等

により、公益性を高める事業活動の充実を図り、活性化した法人会活動を展開する。また、

「自主点検チェックシー ト」の活用を推進し、企業の税務
コンプライアンス向上に努める。

(3)税知識の普及を目的とした「生徒・児童等への租税教育の実施、体験学習等の支援」及び

納税意識の高揚を目的とする「絵はがきコンクールの実施」の他、社会貢献活動
の一層の推

進を図るため、地域の社会福祉活動への積極的支援に努める。

(4)管内の異業種事業経営者同士の情報交換の場として、
「企業間異業種交流会」を開催するこ

とで、経営ノウハウ、事業展開のヒントの機会を提供し、併せて、法人会の存在をア
ピール

し会員増強にも繋げる。

(5)国税電子申告・納税システム「e‐ Tax」 並びに地方税の
「eLTax」 1こついて、税務当局及

び関連団体と連携しながら一層の利用率向上に努める。

(6)公益認定後の会活動の充実と組織の活性化を図るため、会事業
への積極的な参画と、次代

を担う若手役員の発掘に努める。

(7)税務署はじめ関係官庁、支部税理士会ならびに納税団体、友誼団体との連携を一層密接に

するよう努める。

2.税制関係

税制改正要望に当たっては、税制のあり方を十分検討した上で、都心部の特殊性と地域企業

のニーズを踏まえた要望意見を取りまとめ、当会独自の税制改正要望を提出し、全法連が中

心となる「税制改正提言」に協力するとともに、政府および関係官庁に働きかける。

8.広報関係

(1)公益社団法人京橋法人会「税と地域の情報誌『法人きようばし』」を通じて、会員
への情報

提供を一層充実させるとともに、会員以外の地域企業および地域社会
への情報誌としての位

置づけを視野に法人会の認知度向上を目指す。

(2)広 く一般に対しての税の啓発活動を中心とした税情報、社会貢献活動等
オど中心とした地域

情報等、公益法人としての活動内容の広報に努める。
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(3)ホ ームページの充実と併せ、各種説明会・セミナー、会員サービス事業への直接申込等、

利便性の高い内容に拡充を図る。

4.事業研修関係
(1)法人会の基本理念に沿つて、租税法を重′点とした研修会を実施するほか、経営者のための

時機に応じた研修会を開催し、会員相互の自己啓発の支援を柱とする事業の強化に努めると

ともに、広く一般の地域企業の参加も見据えた研修会の展開を図る。

(2)税法、経営、経理に関する講習会、説明会、研究会などを頻繁に開催し、地域企業従業員
の資質向上にも役立つ研修事業にも配意し、関連する資料や参考書の作成、配布を行う。

(3)経営支援サービス・会員サービス事業の普及・利用促進を図り、企業の健全な発展に貢献
する。

(4)会員または広く一般企業関係者を対象とした、「無料税務相談」の一層の利用拡大を図り、

身近で気軽な会社関係税務の問題解決に資する。

5.厚生関係

(1)「文化芸能公演会」は、当法人会の地域社会貢献活動の目玉的事業であり、一層の定着と、

併せて、地域企業関係者の慰安と福利厚生に資する。

(2)各種共済保障制度等の厚生事業、異業種交流会、会員支援事業を通じて、会員が 「身近な

法人会」として利用できるよう、併せて、各種共済保障制度等の厚生事業が会務運営の大き

な収入源であることを認識し、広く現行の福利厚生制度の一層の周知に努める。

6.支部、都会関係

(1)支部活動は、地域企業にとって最も身近でかつ直接的なものであることから、「支部別研修

会」を始めとし、非会員を含めた地域企業が参加 し易い事業を積極的に推進し、支部活動の

よリー層の充実を図る。

(2)青年部会、女性部会、調査部法人部会の活動を活発に展開し、部会のさらなる充実を図る。

Ⅲ 具体的事業計画
【公益事業 I】 税知識の普及と納税意識の高揚並びに税の提言に関する事業

1.税知識の普及を目的とする事業 【事業研修・支部・部会 ,
(1)新設法人説明会、決算法人説明会をはじめとする、各種税務研修会の開催

(2)無料税務相談の実施

(3)小学生に対する『租税教育』の実施、体験学習等の支援

2.納税意識の高揚を目的とする事業 【総務組織・広報 。部会】
(1)納税表彰式、納税モニュメントをはじめとする街頭キャンペーンの実施

(2)税に関する「絵はがきコンクール」の実施

(3)広報誌やホームページによる税情報の発信

3.税制および税務に関する調査研究並びに提言に関する事業 【総務組織 。税制 。部会】
(1)税制に関する調査研究、税務行政に対する意見要望等の情報収集

(2)税制に関する要望、意見の取りまとめ
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(3)政府、国会、地元選出議員等に対する税制改正に関する提言の実施

(4)全法連主催の全国大会、全国青年の集い、女性フォーラムヘの参加による情報交換等の実施

(5)上部団体主催の税制セミナーヘの参加による情報収集

(6)関係官庁および税務協力団体との情報交換、意見交換の実施

【公益事業Ⅱ】地域企業の健全な発展に資する事業 【事業研修・広報・厚生・部会】

(1)簿記講習会をはじめとする経営、経理、労務等のセミナーの実施

(2)ホームページによる企業情報並びに地域情報の発信

【公益事業Ⅲ】地域社会への貢献を目的とする事業

(1)地球温暖化対策報告書制度の普及推進

(2)「中央区健康福祉まつり」への支援
。参画

(3)食育イベントの支援 。参画

(4)文化芸能公演会 「ぎんざ寄席」の実施

(5)中央区社会福祉協議会等慈善団体への寄付

(6)その他支部単位での地域ボラン>ィ ア

【総務組織・厚生・支部・部会】

【収益事業、その他事業等】

1.会員の福利厚生に関する事業 【厚生】

(1)会員企業とその従業員、家族が利用できる宿泊施設の利用推進

(2)会員企業及びその従業員等を対象とした各種保険事業の推進

2.会員の支援に資するための事業 【総務組織・事業研修 。支部・部会】

(1)会員サービス事業の斡旋

(2)役員、会員を対象とした交流・親睦を目的とした事業

3,組織・財政基盤の強化 【総務組織・事業研修・厚生】

(1)年間を通した特別会員を含めた会員増強運動の推進と目標数の設定

(2)「企業間異業種交流会」を開催し法人会の認知度、組織力を高める

(3)未収会費の回収

4.その他本会の目的を達成するために必要な事業 【総務組織 。支部・部会】

(1)通常総会・常任理事会・理事会・全体会議の開催

(2)支部総会・部会定時連絡協議会

(3)>ナントヘの賃貸

(4)会議室のレンタル

(5)関係図書、セミナーの斡旋

(6)寄附金募集について一層のPRに努める

※別添 「平成 30年度 事業計画の主な日程下覧表」参照
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平成30年度 事業計画の主な日程一覧表

6(水 )
【ブロッサム】

第6回

【法人会】

第6回

【法人会】

幣任理事会

理事会

【法人会】

セミナー

5(火 )
【税務署】

7(木 )
【税務署】

第5回

【法人会】

第5回

【法人会】

19(火 )【印刷】

「 未定 」

第1ブロック研修
【フ
・口

'′サム】
21(木 )

三者協議会

税制委員会

総務組織委員会

【法大会】

税連協【税理士会】
銀の門キャンペーン

|

11(金 )
【税務署】

第4回

【法人会】

第4回

【法人会】

22(火 )【印刷】

「役員給与」

事業研修委員会

厚生委員会

広報委員会

【法人会】

18(金 )税連協
賀詞交歓会

【東武ホテル】

25(金 )広報盤 2・ 3月 丹

3月 、1～3月 はお休み

新春セミナー

4(火 )
【税務署】

()
【月島】

11(火 )【印刷】

「滅価償却」

経営者向
セミナー

13(木 )
【法人会】

絵はがき表彰式

1(木)
【税務署】

第3回

【法人会】

第3回

【法人会】

21(水 )【印刷】

「男J表 4,5」

調査部法人
部会研修会
22(木 )
【フ・コッサム】

9(金 )常任理事会

全体会議

厚生連絡協議会

【フ
・
Bクサム】

【ブロッサム】
税の提言活動
【中央区役所】

9(金う広報儀 11引 2・ 1日 暑

15(本 )
【法人会】

9(金 )青年の集い

【岐阜】

意見交換会

税制セミナー

2(火 )
【税務署】

4(木 )
【税務署】

第2回

【法人会】

第2回

【法大会】

11(木 )全国大会

【鳥取】

11(木 )
【法人会】

(日 )中央区健康
福祉まつり

第1次・最終選考

穣 Iよがき選 考套

4(火 )
【月島】

第1回

【法人会】

第1回

【法人会】

13(木 )【印刷】

経営者セミナー
「税務調査」

≪支部別税務研修会 (統一テーマ)≫
司支部     6支 部
23支部    7・ 8支部合同
4支部     9支 部
5支部

13(木 )
【法人会】

税務 見学会

/1

2(木 )
【税務署】

7(火 )
【税務署】

22(水 )【印刷】

「自己株式」

経営者セミナー
「特別講演会」

21(火 )【印刷】

27(月 )三者協議会

¶
6(木 )
異業種交流会

【東武ホテル】

(水 )広組監 8'910月 暑

休み

5(木 )
【税務署】

23(月 )【印刷】

「交際費」

≪簿組講習会≫
7月 ～8月 全15回
補修講義 1回 (11月 )
18:OO～ 20:30
(有料)

4(水 )厚生委員会

【法大会】

20(金 )税連協【税理士会】

謂ョ

19(木 )
【法人会】

5(火 )
【税務署】

7(木 )
【税務署】

19(火 )軍9支部
税務研修会

【月島区民館】

税連協【税理士会:
銀の門キャンペーン

|:i:i:|:i::;t;き

言
(金 )広報誌 6・ 7月 号

21(木 )
【法人会】

16(土 )租税教室
【佃島小学校】

13(水 )
定時連絡協議会

【法人会】

10(木 )
【税務署】

当者

租税セミナー
14(月 )【印刷】

17(木 )税制委員会
【法人会】|

15(金)通常総会
【東武ホテル】

珂
整輩撃雲兵貫

i

10(木 )
食育事業 首植

【明正小学校】

17(木 )
【法人会】

25(金 )
定時連絡協議会

【法人会】

3(火 )
【税務署】

5(木 )
【税務署】

26(木 )
監事監査会
【法人会】

9(月 )
|

2(月 )広報監 45月 暑

【法人会】
19(木 )

7(笠 ,

女性フォーラム

【山梨】

新設法人

決算法人

源泉税入円
(全 6回 )

特 別
説明会

その他

別
会
部
停
支
研

簿記
講習会

研
修
会

・
セ
ミ
ナ
ー
等

総会
理事会
委員会等

税遠協

その他事業

広報監発行予定日

税務相談

青年部会

※租税数室は臨時

女性部会

項 目・回数・講師 30/4月 10月 司1月 12月 31/1月

会場略:【法人会】…京橋法大会館  【税務署】…京橋税務署(大手町仮庁舎) 【月島】…月島社会教育会館ホール  【ブロッサム】…銀座ブロッサム(中央会館)  【E口刷】…日本印刷会館



平成30年度 収支予算書

科  目 当 年 度 前 年 度 差 共

I 一般正「/(財産娼滅の部
1経 常増減の部
(1)経常収益

基本財産運用益

基本瑠産受取利′g、

特定資産運用益

特定資産受取利息

受取会費
正会員受取会費

事業収益

研修事業収益

社会貢 i状 事業 H又益

不動産賃貸事業収益

書緒販売事業収益

受取補助金等

受取全法連助成金

受取束法連補助金

受取寄附金

受取寄附企

受取負担金

受取負担金

雑収益

受取利 感
ノホHrH又恭

500
500
70,000
70,000

53,000,000
53,000,000

5,010,000
950,000
1,250,000

2,800,000

10,000

18,589,300
15,689,300

2,900,000

350,000
350,000

1,275,000
1,275,000

500,100
100

500.00G

500
500

70,000
70,000

57,000,000
57,000,000
5,010,000
1,000,000

1,100,000

2,900,000

10,000

17,228,300
15,408,300

1,820,000

300,000
300,000
1,420,000

1,420,000

470,100
10C

470,00C

0

0

0

0

△ 4,000,000
△ 4,000,000

0

△ 50,000
150,000

△ 100,000
0

1,361,000
281,000
1,080,000

50,000
50,000

△ 145,000
△ 145,000
30,000
0

30,000

経常収益計 7R794900 81,498,900 △ 2704.000

(2,准冨費用
事業費
役員報酬・給十1手 当
11～職給付費用

福利厚生費

会議費

会場費

旅費交通費

〕Hl信 運搬 費

減価慣去「費

消耗 品費

修繕費

W111製本費
光熱水料費

賃借十1

保険料

諸謝金

イこ税公課

支払負担金

支払寄附全

萎託費

ォF聞図書費

渉外費

雑費

管理費

役員報酬・給 l引 手 当

]●ぐ耳設給付費用

福利厚生費

会
「
介/費

会場費

旅 費交通費

通信速搬費

減価償去,費

消耗 品費

修緒費

即チ砧J梨本 費

光架水料 費

賃借料

保険ホ斗

広告宣伝 費

租税公諜

支払負担金

支払寄附金

委託費

新 聞凶吾費

渉外費

'ホヽ
と費

62,31
27
784,000
4,603,450
2,600,000

1,660,000
2,035,000

3,345,000
2,300,000

680,000

2,

1,HO
510

4,000,
730,

10,

780,000
18,019,120
7,066,570
200,000
1,146,550

1,850,000
360,000

950
150
186

280
100,

230,

500,

30,000
1,875,000
100,000

250,000

60,950,300
28,079,300
784,000
4,489,000
2,500,000

1,790,000
1,800,000

3,000,00(
2,200,00〔

590,00(
80,00(
2,780,00(

720,00(
720,00(

1,408,00(

3,600,00(
1,120,00(

450,000
40,000
3,640,000
550,000
10,000
600,000
18,451,400
7,090,400
200,000
1,111,000

2,100,000
350,000
320,000
800,000
440,000
420,000
20,000
1,000,000

180,000
220,000
830,000
100,000

220,000
500,000

0

1,800,000
100,000

250,000
900,000

1,369,580
△ 95,870

0

114,450
100,000

△ 130,000
235,000
345,000
100,000

90,000
118,000

△ 80,000
0

24,000

△ 181,000
0

△ 10,000
60,00C

△ 40,00C
360,00C

180,00C
0

180,000

△ 482,280
△ 23)830

0
35,550
△ 250,000
10,000

20,000
△ 150,000
25,000
30,000
20,000
△ 50,000
△ 30,000
△ 34,000
△ 50,000

0

10,000

0

30,000
75,000
0

0

△ 100,000

経常費用計 80,339,000 79,401,7 937,300

評価損益等計

当期経常増減額

2経 常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税・住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

受取補助金等

受取全法連助成金

一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

0

△ 1,544,100

0

0

0

0

△ 1,544,100
100,000

△ 1,644,100
330,198,333
328,554,233

15,689,300
15,689,300

△ 15,689,300
△ 15,689,300

0

0

0

2,097

0

0
0

0

2,097,200

1 897

329,

331

15,408

△

△ 15,408
0

0

瑚
0

0

0

△ 3,641,300
△ 100,000
△ 3,541,300
895,240

△ 2,646,060

281,000
281,000

△ 281,000
△ 281,000

0

0

0

Ш 正 映 ;レ!産ア』束残 高 323,bb4, I 331.200,293 △ 2,646,060

20



「 本 会 規 程 」 の 改 定 と 創 設 (3/16理事会 承認 )

Ｎ
牌

備  者

全法連提
供 法人会
用モデ ル
を準用

改 定 案

改 定 内 容

定義に次の (¬ )、 (2)を追加

(1)個人識別符号
【解説】改正によって個人情報の定義が拡充し、 《指紋データ、顔認識データ》
や個人に割り当てられた番号 《旅券番号、運転免許証番号》等がイ固人識別符号
として個人情報に位置づけられた。

(2)要配慮個人情報

語平F橿資写落亀鳳米為霧か痘香法拭套習己↑老病霰浪訳琶程笹銹甚を
(墓

するものとして政令で定める記述等が含まれる個人情報をいう。

(1)保有する財要のなくなつた個人データについては、直ちに消去・破棄しなけ
ればならない
(2)個人情報管理責任者は、個人データの消去・破棄を行うに当たり、消去 。

廃葉の日、内容、消去方法を書面に記録し、これを本会の「事務処理規定」
に定める期間、保存しなければならない。
【解説】従来は、「個人情報取1及における安全管理対策要領」に記載していた
が、本規程にカロえることで、コンプライアンス体制の3全イしを図る。

第三者から個人データの提供を受けるに際し、個人情報保護委員会規則の定
めに従い次の確認を行う

(1)第三者の氏名、名称、住所の確認
(2)法人の場合は代表者・管理者名の確認
(3)個人データの取得の経緯

新規条文の追加等に伴う条文番号の変更

【基本方針要旨】
1.個人情報の取得…本会は、個人情報の利用目的を明らかにし適正かつ公正な手続き
によって取得した情報を取り扱います。
2.利用目的及び保護…個人情報を以下の利用目的の範囲内で利用します。
また、 (省略)…・を除いて、個人情報を第二者へ提供することはいたしません。

【利用目的】の具体的明示
(1)税法。税務等に関する研修会・講演会・セミナー等の実施及びその案内
(2)税務等に関する相談の実施及びその案内等の提供
(3)税法・税務等の普及広報のための広報誌・機関誌等の提供
その他(101まで列挙

条 項

(定義)

第2条

改定

9国人情報等
の消去 。廃
棄 )

第 10条
新規

(弟三者提供
を受ける際
の確認及び
記録)

第14条
新規

その他

現 行 規 程

規 程 内 容

夙行の個人情報の定義は、

「会員企業の代表者および当法人会役員に関
する情報並びに当法人会が実施する事業等に
参画した個人に関する情報 。・ 。・・ o特定
の個人を識別できるものを指す。」
であるが、改正により、個人情報の定義が
明確化され、従来の個人情報の定義に加え右
記の2種類が新たに個人情報の定義と定めら
れたことにより改定する。

【解説】

平成29年 5月 30日の「改正廻人情報保護法」施行
に伴い、現行の「個人情報取扱規程」 (平成25年 4月
1日施行)を改正法に基づいた規程に改定する。

下記 (参者)の改正項目のうち、赤字の項目に支」し、新
規並びに改定条文をもって対応する。

(参考) 改正法の項目

8                   果

81目炎橿翠祭南蒜房喬空猟講倦びその権限
◎その他

現行の個人情報取事及に関する規程等は、

①個人情報取扱規程
②個人情報取扱における安全管理支」策要領であり、
上記に加え、
③イ固人情報保護に関する基本方針 を創設し、ホーム
ページで′△`表 (利用目的の具体的な明示、相談 。苦情
窓□の′ム`表等)することにより、法令連會を示し、社
会的信頼を高める。

条 頂

(個人情報)

第2条

本 会 規 程

個人情報
取扱規程

≪30.4.1改 定≫

個人情報保護に
関する基本方針

≪30.4.1創 設≫

〔
錦
叶
慨
迅
〕
（ふ
）



平成29年度 会員増強功労者の表彰

《敬称略 》

北  見  汚  夫 常任理事 (第7支削震)

出 竹 亜 也 子  (大同生命保険l抑)
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【平 成 29年 度 正 味 財 産 増 減 計 算 書 】
平成29年4月 1日から平成30年 3月 31日 まで

備 考

。費立時からの基本財産 (定期預金5.419,514の利息 )

特定資産の定期預金利息

高階級の脱会法人と会員減少で大幅減少

年会費18千円以上の脱会96社 :2,500千円

ほぼ前年並みで、当初予算並み

薄記詰習・研修会受講料、研修用図書販売収入

ぎんざ寄席収入増48千円

1階テナント賃料、2階貸会議室収入

書籍の斡旋手数料(収益事業分)

東法連補助金の増収で増額

助成金 (A)

l折修参加率副賞20万、お、や0キ ャンペーン等20万増額

前年より大幅増額(定着化 !)

18法人、2個人からの寄付金(大幅UP)

新規の異業種交流会により若子の増収

聡会・部会・支部・異業種の受取参加費

前年実績並み

普通預金利息

優申会事務委託費、斡旋手数料等

会費収入の大幅減収と補助金・寄附金の増収

東法連・特退共積立金

社保、年金、雇用保険料事業主負担分

通勤定期代、支部・部会バス

(FAXサ ービス料大

建物十付属設備+備品(※ H294,PCl台購入)

コピー用紙代、文具等消耗品代

臨時空調設備点検代ほか

会報、絵はがき増刷、コピーの使用料

・電気料

リース料

固定資産税、都税償却資産税、印紙代等

出版物等への広告掲載料

セフ、赤十字等への寄附

検代暴勇軍軍憲でも斥巣解瑞雛部
空調臨時点

路篭再騒挿権陵遷電課糸甲掌緒
年上ヒ

熊本地震の義援金五言
慶`弔費等 ※前年は

紺
キャンペーン至弔坊爆賢縄層縛

着手事務局員の人件費増と新規事業の拡大等

※前年は、会費改定増収もあり大幅黒字

前年よりは少ないが、6期連続黒字収支

ソーター除却
前期未収会費の損失経理

法人都道府県民税の均等割り分

P9の一般正味財産増加額に一致

使用

公益事業への
て t 指定

0過去6期で18,451千円の正味財産増額

増 減

0

0

△ 7,038

△ 7,038

△ 4,782,000

△ 4,782,000

3391142

313.380

48,000

△ 32,129

91891

442,450

△ 50,600

493,050

150,000

150,000

401095

40,095

△ 19,545

△ 45

△ 19,500

△ 3,836)896

2,9871800

661.595

0

84,166

561,465

245,946

101,102

236,386

63,646

63,894

237,600

53,798

△ 1,513

16,087

22,017

△ 129,729

△ 20,020

101000

49,992

0

265,760

299,995

△ 62,692

228,305

2,987,800

△ 6,824,696

△ 6′ 824,696

△ 6,785,197

0

0

0

△ 6,785,197

7,680,437

895,240

|,600

〕Ann

895,240

△ 5(
∧ 51

日28決算
合計

541

541

76,362

76,362

60,8221600

60,822,600

4,637.603

603,680

1,230,000

2,8001024

3,899

17,361,398

15,458,900

1,902,498

290,000

290.000

1,2111405

1,211,405

496,606

106

496,500

84,896,515

76,641,778

34,171,503

984,000

5,618,140

3,727,972

1,902,774

2,252,191

3,735,413

2,640,226

775,249

0

3,770,319

858,776

693,878

1,694,755

,429

1,347,680

90,000

949,400

30,000

5,443,780

634,080

374,525

1,443,688

76,641,778

8,254,737

8,254,737

7,750,437

701000

0

0

7,680,437

321,622,666

329,3031093

329,303,093

∧

H29決算
合計

541

541

69,324

69,324

56,040,600

561040,600

41976,745

917,060

1,2781000

2,767,395

13,790

17,803,348

15,408,300

2,396.548

440,000

440,000

11251.500

1,261,500

477.061

61

477,000

811059,619

79,629,678

34,8331098

984,000

5,702,306

4,2891437

2,148,720

2,353,293

3,971,799

2,703,872

339,143

237,600

3,824,117

857,263

709,966

1,716,772

3.373,700

1,327,660

100,000

999,392

301000

5,709,540

934,075

311,833

1,6711993

79,629,578

1,430,041

1,430,041

965,240

70,000

0

0

895!240

3291303,093

330,198,333

△  15408_300

330,198,333

内部取
引控除

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

法人会計

541

541

69,324

69,324

22,416.240

22,416,240

0

0

0

0

0

958.219

0

958,219

176,000

176.000

755,000

755,000

422,061

61

422,000

24,797,385

15.078,922

5,000,104

122,016

848,296

1,808,291

369,773

227,116

630,504

442,018

301,521

39,347

899,377

141,962

122,094

214,129

0

231,426

487,900

30,000

1,829,146

94,943

306,393

8321566

15,078,922

9,718,463

9,718,463

1

9,532,542

0

0

0

9,532,542

329,303,093

338,835,635

r

338,835,635

収益事業等会計

0

0

0

0

5,604,060

5,604,060

21781,685

0

0

2,767,895

13,790

239,555

0

239,555

44,000

44,000

496,500

496,500

55,000

0

55,000

9,2201800

7,899,445

1,281,728

22,829

128,554

2,252,753

100,000

58,064

34,908

639,262

11,301

58,901

1741939

212,516

15,570

73,213

0

325,691

0

230,492

0

1,992,169

0

0

286,555

7,899,445

1,321,355

1,321,355

1,2741875

70,000

0

0

1,204,875

0

1,204,875

1,204,875

公益目的事業会計

0

0

0

0

28,020,300

28,020,300

2,195,060

917,060

1,278,000

0

0

16,606,074

15,408.300

1,197,774

220,000

220,000

0

0

0

0

0

47,041,434

56,651,211

28.551,266

839,155

4,725,456

228,393

1.678,947

2,068,113

3,306,387

1,622,592

526,321

139,352

2,7491801

502,785

572,301

1,429,430

3,373,700

770,543

0

281,000

0

1,888,225

839,132

5,440

552,872

56,651,211

△ 9,609,777

△ 916091777

△ 9,842,177

0

0

0

△ 91842,177

0

△ 91842,177

△ 9,842,177

△

科  目

れ●下田去ロオ産檀 崎 お頸
i の

1 目指滅の部
1

基本財産 益

産受取利息

特定資産 益

資産受取利息

受取会費
正会 受取会費

事業収益

研修事業収益

事業収益

不動産

書籍販売事業

受取補助金等

連補助金

助

受取寄 金

受取寄

取負担金

担金

雑収益

u息

雑収益

経常収益計

(2)経常費用

攀

役員報酬・給料手当

退職給付費用

福利厚生費

会議資

会場資

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗品費

修繕資

印刷製本費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金 (事業費だけ)

租税公課

広告宣伝費(管理費だけ)

支払負担金

支払寄付金 (管理費だけ)

委託資

新聞図書費

渉外費

雑費

経常資

評 当

当期経常増減額

2.経常外増減の部

2

税引前当期一般正味財産増減額

法

過年度法人調整

当 味財産増減額
―股正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

W 指定正味財産増減の部

‖I正味財産期末残高


